
部

報

編

輯

後

~e. 

園
出
願
す
る
こ
五
九
八
年
、
皇
闘
日
本
の
怒
湾
の
如
き
世
紀
の
足
踏
み

を
聴
く
。
銃
前
銃
後
に
揚
る
謹
閣
の
織
熱
は
本
化
門
徒
白
血
汐
と
共

に
躍
動
す
る
。
そ
こ
に
育
ま
れ
た
棲
紳
本
蹴
は
叉
ハ
リ
キ
ヅ
た
内
容

を
有
す
る
も
の
と
信
ず
る
。

圏
一
刻
苦
辛
酸
改
年
を
侠
た
ず
し
て
こ
の
盛
行
を
見
る
に
嬉
ば
し
い
。
二

幹
事
は
愛
児
「
棲
柿
」
完
成
後
直
ち
に
離
郷
技
陸
す
る
も
の
で
あ
る
。

圏
不
備
火
曜
の
鮎
‘
御
寛
恕
あ
り
た
い
。

園
戦
時
下
御
多
忙
中
玉
稿
を
賜
っ
た
諸
先
生
に
深
謝
致
し
ま
す
。

園
時
勢
に
鑑
み
「
法
主
即
管
長
制
度
確
立
讃
僻
」
を
特
編
し
た
。
諸
尊

師
に
謹
し
み
て
謝
意
子
一
表

ιま
す
。

圏
比
例
水
龍
山
先
生
の
玉
稿
、
崎
報
畳
表
の
も
の
で
す
が
棲
神
前
批
の
結

論
な
れ
ば
御
共
讃
下
さ
れ
度
ぃ
。

圏
御
用
繁
多
の
上
疾
病
中
の
望
月
先
生
、
懇
願
し
た
玉
稿
を
中
金
に
編

し
た
こ
と
を
御
詑
び
致
し
ま
す
。

圏晶一
e

院
闘
保
の
今
事
費
に
於
付
る
出
紅
、
入
管
者
芳
名
は
校
友
曾
報
及

び
庶
務
部
々
報
に
詑
し
た
。
御
共
闘
凡
下
さ
い
。

圏
串
生
の
登
龍
門
主
し
て
作
品
欄
を
創
設
し
た
。
今
後
継
偵
し
て
皐
生

の
奮
闘
所
と
し
た
い
。
乞
ふ
、
之
が
充
貨
を
。

園
東
日
の
雛
倫
未
組
臨
の
私
達
も
ど
う
や
ら
大
役
を
果
し
た
形
、
之
も

部
長
諸
先
生
及
び
諸
賢
の
御
蔭
厚
〈
躍
申
上
げ
ま
す
。

戸
熊
谷
．
米
津
）

二
九

O

昭
和
十
三
年
十
二
月
二
十
日
印
刷

昭
和
十
三
年
十
二
月
廿
五
日
護
行

～h ，、－－－・、，h 司、へノ』‘ーへ｛｛，～～－－・～～～～ハ＿... _ ...............～へ－－－、崎、..，，..＿ヘハ，

編

輯

人

盛

行

人

印

刷

人

印

刷

人

梨
牒

今 E
睡
郡

村喜
町

山
梨
麟

熊望
摩
郡

谷主
町

山
梨
臨

池E
睦
郡

上皇
PIJ 

山
梨
鯨
南
臣
睦
郡
身
延
町

身

延

印

是海荒

首E善

日
間
岬

所

護

行

所 山

梨

肱

南

亙

睦

郡

身

延

町

租
山
事
院
同
窓
曾
文
皐
部




